
 

 

 

 

企画・編集 澁谷  健司 
      栗又 由利子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

         

 今月は、7 月 6 日に在校の実習生全員で飾りつけを行った「七夕飾り」の短冊の中で、面白い願い事を書いたイン

ドネシア人実習生 IRFAI（イルファイ）さんを紹介します。４つも書いていたことにもびっくりしましたが、「N１し

けん合格」や「LPK（送り出し機関）の社長になりたい」など大きな夢を持っていたことに再度びっくり。夢が全て

叶うよう、頑張ってください！！ 
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7 月に入りました。今年の梅雨は雨量が多く、日本各地に甚大に被害をもたらしていますが、当校のある小山
市周辺では、現在まで比較的安定した雨量となっています。一方で、１日の寒暖差が大きく、ジメジメした日が続
く日本の梅雨時期の天候は、来日したばかりの実習生の皆さんにとって、初めての経験であり、順応するのに大
きな試練となっています。先日も、「梅雨」の知識がなく、「せんせい、にほんは まいにち あつくて、あめがふ
りますか？」と不安げに質問してくる実習生がいました。そこで、「だいじょうぶです。このてんきは、６月と７
月だけです」と話すと、「よかったです」と、ほっとした表情を浮かべていました。 

  

あじけんスコープ Vol.121    ～ なまでたべてはいけません！ ～ 

きぼう研修セ

ンター中庭に

設置された七

夕の笹 

 

漢字も使って書いていました。勉強していますね！ 

 

・N１しけんに合格できますように 

・LPKの社長になれますように 

・おかねがたくさんありますように 

・恋人と結婚できますように 

左の写真、日本人ならば一目瞭然「梅の実」。また、６月に店頭

に並ぶ梅の実は梅干し用で、青梅は生食には適さないことも常識

でしょう。 

しかし、日本での生活経験に乏しく、漢字も読めない実習生に

は、これが安価で美味しそうな「すもも」「びわ」に見えるようで、

実際にベトナム人実習生のグループが左の南高梅をスーパーで購

入し、生で食べてしまいました。その結果、翌日、数名の実習生が、

軽い腹痛・嘔吐・発熱等の症状を発して、授業を欠席する者も出て

しまいました。 

今回の一件で、来日したての皆さんが、日本で安心安全に暮らす

為には、日本語の習得や日本文化の理解がいかに大切かを痛感し

ました。このようなリスクを出来るだけ減らせるよう、今回の出来

事を当校の教育活動に活かしていきたいと思います。 
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今月のあじけん流日本語授業は、「災害」に関する授業です。近年、日本でも災害が増え、実習生が母国で

は経験したことのない「災害」に遭遇することも珍しくなくなりました。そこで、まずは「知ること」が大

切と考え、当校では、災害に関する授業を取り入れるようにしています。 

 授業では、まず、講習で学んだ、「火事」のとき、「しなければいけないこと」「してはいけないこと」につ

いて確認します。そのあと、それぞれの実習先がどこで、その地区には何があるか、インターネット上の地

図を使って見てみます（写真①）。山や川、海が近い、建物が多い地区などを確認し、川の近くでは「洪水」、

海の近くでは「津波」、日本全国では「地震」の可能性があることを講師から説明しました。 

次に、別々の国の実習生がグループになり、その災害時に「しなければならないこと」「してはいけないこ

と」を話し合います（写真②）。テーマは、「洪水」「津波」「地震」「台風」と、災害ではないのですが、「熱

中症」の 5つで、それぞれのグループに一つテーマを与えます。「しなければならないこと」「してはいけな

いこと」を話し合い、絵に描いて（写真③）、発表します（写真④）。この時に初めてその災害について知る

という実習生も多くいます。 

発表時には国別の「してはいけないこと」「しなければならないこと」を発表し、他の実習生から質問を受

けます（写真⑤）。最後に講師から「災害」を知ることは、実習を無事に完了するためにも大切なこと、自分

自身でも日本語を理解しながら気を付けるようアドバイスしました。 

これからも実習生にとって役に立つ授業を考えていきたいと思います。 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます。 

～災害について学ぼう～ 

写真 1：実習先を地図で確認 

 

写真 4：それぞれの国の災害時の対応を発表 写真 5：クラスメートからの質問もあります 

 

写真２：グループでの話し合い 写真 3：発表ポスター 

 
フィリピンでは、こうずいのとき、あんぜんな 

ところへ いかなければなりません。 

つなみのとき、どこへ いったらいいですか。 

たかいところへ いきます。 

http://www.ajiken.jp/

